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研究成果の概要（和文）：琉球弧における島尾敏雄という「場」を、多角的に考察し得る資料を収集することが
できた。特に島尾敏雄自身が記した日記資料の調査の意義は大きい。日記資料はどれも精緻な記録であった。な
かでも、「沖縄」に滞在した際の日記の発見、調査を行なうことができた。この資料は、これまでの島尾敏雄研
究においてほとんど触れられなかったものを明らかにするものである。また、それらを分類・整理できたこと
が、本研究が果たした重要な役割ということができる。
しかし、研究期間内にそれを公開するまでには至らなかった。これらの資料を「文字起し」し出版することが、
今後の課題である。また同時に、資料を分析する論の発表も必須である。

研究成果の概要（英文）：I was able to collect data that could be used to examine the "field" of 
Toshio Shimao in the Ryukyu Arc from various angles. Especially, the survey of the diary written by 
Toshio SHIMAO himself is significant. All of the diary materials were detailed records. Among them, 
he was able to find diaries and conduct research during his stay at "Okinawa". This material 
clarifies what was hardly mentioned in previous studies of Toshio SHIMAO. It can also be said that 
this research played an important role in classifying and organizing them.
But it didn't make it public during the study. It is a future task to "Transcription" and publish 
these materials.
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の学術的意義は、島尾敏雄と琉球孤の関係を具現化したことといえる。この具現化によって、｢物語化｣さ
れる恐れのあった琉球弧における島尾敏雄像の｢現実｣を見出すことができた。本研究が行なった、かごしま近代
分館所蔵資料の収集と分類、整理作業によって島尾敏雄像の刷新を行なうことができた。そしてこの一人の作家
像の刷新によって、戦後日本史のなかの戦後沖縄史の新たな視角を得ることもできた。
本研究の社会的意義は、今後の課題とされる。4年の研究機関のほとんどを予想を超える数の資料の収集、分類
作業にあててしまったため、その発表がまだとなっている。今秋には奄美大島での講演を予定しているなどアウ
トプットを進める。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

(1)本研究に関連する研究動向 

 島尾敏雄研究は、島尾の作品が、作家である島尾敏雄の｢私｣の問題を描くという特徴を有して

いたために、小説の素材の現実性にとらわれがちであった(鈴木直子(2004))。たとえば『死の棘』

論でいえば、その時代性は無視し、島尾が体験した実際の問題が書かれた小説として、｢私小説｣

｢家族小説｣として位置付けるものが多い。そうしたなかで花田俊典が残した功績は大きい。花田

は「ヤポネシアのはじまり―島尾敏雄の｢日本｣地図」(1997)で、島尾という存在が 60 年代の沖

縄をめぐる言説空間のなかで、どのような位置にあったかに着目、そのナショナリズムへの対抗

姿勢を明示した。花田の島尾という存在を｢私｣の問題に収斂させるのではなく、広く戦後言説空

間に開くという試みは、本研究事業に重要な示唆を与えてくれる。 

(2)着想に至った経緯 

本研究代表者は｢文学｣から戦後史を構築することをその研究の主たる目的としてきた。その

なかで、作家である｢私｣の問題を小説に描く｢第三の新人｣の｢私｣の問題を探ることは、作家のパ

ーソナルヒストリーを紡ぐ作業であると同時に、戦後文学史、戦後史の再構築につながるもので

あるという確信を得つつある。さらにいえば、その｢私｣が、虚構である小説などの文学作品に投

影されるときに生じるズレを探ることからも、文学が担ったものの変遷及び、戦後空間における

｢私｣の変遷に迫ることができる。そうした確信をもとに島尾敏雄という対象を眺めた場合、島尾

という作家と作品の存在がその重要な因子であることに気づかされる。 

 

２．研究の目的 

本研究は、島尾敏雄が琉球弧においてどのように受け入れられたかを探るものである。 

 (1) 島尾敏雄と関わった琉球弧の作家・記者・大学教員の言説分析および聞き取り調査。 

  (2) 奄美大島におけるカトリック信徒としての島尾敏雄像の構築。 

 (3) 島尾敏雄及びその周辺の琉球弧関連言説のまとめおよび収集。 

を目的とする。島尾という作家が戦後琉球弧においてどのような役割を担ったかを、新資料を収

集・分析することで解明するものである。本研究は単なる作家研究にとどまらず、「中央」の作

家でありながら琉球弧にコミットした島尾という存在を見直すことで、新たな戦後琉球弧史の

構築を目指すものとなる。 

 

３．研究の方法 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ※当初この方法を採っていたが、かごしま近代文学館所蔵資料の収集に時間がかかったこと、インタビ

ュー対象者の高齢化などで、変更を余儀なくさせた。詳細は研究成果に記す。 

 
４．研究成果 

(1)島尾敏雄と｢沖縄｣ 



島尾敏雄が琉球弧において、いかに受容されたかに関する｢沖縄｣の状況についての調査を行

なった。 

①かごしま近代文学館所蔵資料調査 

  島尾敏雄の資料が多く寄贈されているかごしま近代文学館での調査によって、明らかにな

ったことを以下に箇条書きしておく。 

  ・『日の移ろい』『続日の移ろい』草稿の収集・分析 

  ・『日の移ろい』『続日の移ろい』連載時の実際の日記の収集・分析 

   ※『日の移ろい』『続日の移ろい』は日記形式の小説であり、この日記の存在は、本作がどのように 

虚構化されたかを探る興味深い資料である。 

  ・奄美大島移住時（＝1955 年～）の日記の収集・分析 

   ※2020 年 11 月に予定されている奄美図書館での講演で成果を発表する予定。 

・1963 年、アメリカ合衆国国務省による招待旅行に関する日記ノートの収集・分析 

  ※この日記はこれまで未発見の資料であり、今後公開してゆきたい。 

・島尾が奄美大島を離れる年（＝1975 年）の日記の収集・分析 

  ・沖縄滞在日記(奄美大島を離れて以降の日記も含む)の収集・分析 

   ※奄美大島在住時の沖縄旅行については、エッセイ等での言及があるのだが、1975 年以降の沖縄滞  

在についての日記の存在は、これまで明らかになっていなかった新発見といえる。今後公開予定。 

  ・神奈川県茅ヶ崎在住時代(1977～1985)、鹿児島県宇宿町在住時代(1985，1986＝最晩年)の  

日記の収集・分析 

  ・沖縄関連エッセイ（例：｢安里川遡行｣）の草稿の収集・分析 

  ・沖縄関連知識人からの書簡の収集・分析 

②島尾と実際に｢場｣を気づいた知識人へのインタビュー 

  正式なインタビューは新川明氏に行なったもののみであるが、これも録音を断られてしま

った。他、川満信一氏、高良勉氏に接触し様々な知見を得ることができた。平成 29 年度島尾

敏雄生誕 100 年イベント（那覇市）に参加できたことも大きかった。逆に想定外であり、残念

だったのが、対象者の高齢化である。特に奄美市での調査は困難な状況となっていた。 

(2)カトリックとしての島尾敏雄 

①かごしま近代文学館所蔵資料調査 

  上記日記資料に、ミサに足繁く通う島尾夫妻の姿は記録されており、教会に対するプライベ  

ートな思いも吐露されている。こうした言説の分析が急務である。また、島尾敏雄宛に送ら

れたカトリック関係者からの書簡の収集も行なうことができた。分析を急ぎたい。 

②カトリック関係者へのインタビュー 

 前述した、インタビュー対象者の高齢化問題を受け、ほとんど実施することができなかった。

また連絡を取れても、私的な内容であることを理由に断られることも多かった。 

(3)文化保存者としての島尾敏雄 

 想定外の発見としてあったのが、島尾敏雄の琉球孤の民俗、文化、また琉球語を保存しようと

する意識の高さである。この成果を来春岩波書店から刊行予定の『琉球諸語と文化の未来』の一

章として発表する予定である。 
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